
市立加西病院医療事務支援業務 公募型プロポーザル 審査評価基準 

評価項目 チェックポイント 

評価点 

極めて 

妥当 
妥当 普通 

やや 

不十分 
不十分 

1 会社概要・業務実績 

※はじめに会社の規模、従業員人数、事業内容等の会社概要及び会社の特色等を記載し、下記について示すこと。 

過去 5 年以内に当院と同規模の病院における同様の業務内容の受託実績が十分あるか。 

また、電子カルテシステム（MIRAIS）・医事システム（IBARS）の運用管理実績が十分あるか。 

10 8 6 4 2 

2 組織体制 
本業務を遂行する上での組織体制、配置人数は適正であるか。効率的・効果的な運用を考え、体制図で示すこと。 

また、緊急時の連絡体制や本社等からのバックアップ体制について整備されているか。 
10 8 6 4 2 

3 業務従事者の経験・経歴及

び人員確保体制 

全体及び各業務のリーダーとなる従業者は十分な経験や関連資格を有しているか。 

※全体リーダーは業務リーダーと兼務しても構わない。また、必ずしも全ての業務に業務リーダーを置かなくても良い。 

また、他従事者について、業務に適した医事業務経験者を確保できるとともに、今後、安定して業務を行えるだけの人員を

継続的に確保できる体制があるか。 

15 12 9 6 3 

4 人員の育成方針 
従事者が医事関連業務の専門的な知識のみならず、接遇マナーや情報セキュリティー、個人情報保護に対する知識な

ど、従事者の知識・能力向上を安定的に確保できるような、教育研修体制が十分に整備されているか。 
15 12 9 6 3 

5 診療報酬請求業務の精度

向上への考え方 

以下の➀～⑦について適正な提案がなされているか。 

①正確な診療報酬請求、②査定・返戻防止対策、③再審査請求の取り組み、④請求精度監査と請求漏れ対策、 

⑤ＤＰＣ／ＰＤＰＳ請求の対応、⑥診療報酬改定時の対応、⑦貴社の考えるチェック体制・指導体制 

15 12 9 6 3 

6 病院職員との協力体制の考

え方 

継続的な業務の中で、より良い医療サービス、医療の質向上、病院経営、業務効率化等に向けた改善及び提案を行え

る体制があるか。また、病院職員との協力・連携体制を十分に行えるか。 
10 8 6 4 2 

7 業務の引き継ぎ 
前受託者からの引き継ぎについて、業務に支障を来さない計画が立てられているか。また、次回受託者が変更となった時に

新しい受託者へ適切な引き継ぎを行う支援体制があるか。 
5 4 3 2 1 

8 提案・企画力 

委託業務仕様書の業務内容以外に、当院の特性や課題、方向性等を考慮し、より良い医療サービス、医療の質向上、

病院経営、業務効率化等に貢献できる提案ができるか。 

※提案に係る費用は本見積価格に含むこと。 

20 16 12 8 4 

9 見積価格 
令和 7 年 4 月 1 日から令和 10 年 3 月 31 日までの 3 年間に要する費用を評価する。 

20 点×最低価格※÷見積価格  ※提案者の中で最も低額の価格 
20 

合    計 120 
 


